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～新しい価値創造への挑戦 ～

＜参考資料＞

「グローバルビジョン2030」



グローバルビジョン2030/体系図

2030年への挑戦
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新しい価値創造への挑戦

経営資源の活用

人材・情報・キャッシュフロー

No.1バリューの提供

発酵・醸造技術

グローバルNo.1戦略 新たな事業の創出エリアNo.1戦略

1 2

1 2 3

目指す姿

キッコーマンしょうゆを

グローバル・スタンダード

の調味料にする

世界中で新しいおいしさ

を創造し、より豊かで健康

的な食生活に貢献する

1 2 3 キッコーマンらしい活動を

通じて、地球社会における

存在意義をさらに高めていく
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しょうゆグローバル戦略 東洋食品卸グローバル戦略

世界中のお客さまに高品質な商品、
サービス、提案などのソリューション
提供を行う

【No.1バリューの提供 1】グローバルNo.1戦略

しょうゆ、東洋食品卸は、それぞれのビジネスモデルをより発展させ、

グローバルNo.1の地位を強固なものとする

先進国市場はNo.1の地位を強固し、
新興国市場の展開を本格化する。

東洋食品卸
世界No.1

拠点の
整備・拡張

ソリューションの提供
（高品質な商品、サービス、提案）

調達網
の拡充

マーケット
への対応

欧州

オリエンタルソースカテゴリーで
No.1の地位を強固に

2桁成長を継続

北米

南米

2020年代に
成長ステージへ

インド

2030年以降に
成長ステージへ

豪州

広義のしょうゆで
ダントツNo.1

アセアン

中国

アフリカ

日本
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デルモンテ戦略 豆乳戦略

豆乳の市場を拡大

豆乳素材の新規展開

海外での展開

その他事業戦略

●生産拠点
●販売会社

発酵・醸造技術、食品加工技術および蓄積してきたノウハウを活用し、

特定の地域、領域で確かな価値を提供し、No.1の地位を獲得する。

【No.1バリューの提供 2】エリアNo.1戦略

中国でトマト調味料No.1を目指す 国内No.1ブランドとして、
豆乳の可能性をさらに広げる

◉日本ワインでNo.1
◉衛生検査事業で世界No.1

各市場でNo.1
カテゴリーを作る

アセアン

トマト調味料で
No.1ブランドに

中国

高付加価値商品
領域でNo.1

日本
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「内部資源」、「外部資源」等の経営資源を活用することで、

新たな事業や商品を創出し、No.1バリューの提供に挑戦する。

【No.1バリューの提供 3】新たな事業の創出
【経営資源の活用】

外部資源の活用

Ｍ＆Ａ

業務提携

オープンイノベーション

発酵・醸造技術

内部資源の活用

人 材
制度・組織・働き方

情 報
ITの活用

キャッシュフロー
設備投資、研究開発投資、Ｍ＆Ａ、
社会貢献、株主還元等

経
営
資
源
の
活
用

新たな事業の創出

１

２
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機能性

低塩化

新形状

原料

つゆ

だし

みりん

豆乳

医薬品原料

バイオ関連

新タンパク源

新調味料

新飲料

新しい食べ物

【経営資源の活用 1】発酵・醸造技術のさらなる活用

食品
加工技術

研究開発・商品開発力の強化

新研究開発棟
おいしさ未来
研究センター

パイロット
プラント

オープン
イノベーション

の活用
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他カテゴリー
への応用

2

しょうゆの
進化

1

微生物を利用した事業開発3

発酵・醸造技術

発酵・醸造技術をさらに進化させ、食品加工技術を高めることで、

既存事業の強化・拡張、新規事業の創出による「新しい価値の提供」を行う


